
大

陸
（
南

支
）
　 

歩
兵
第
八
十
四
連
隊

湘
桂
作
戦
　
明
号
作
戦
　 

宮
城
県
　
千
葉
孝
夫
　 

私
の
家
は
専
業
農
家
で
す
。
家
族
は
祖
父
母
・
父
母
・
姉
二

人
・
弟
二
人
・
妹
と
十
人
家
族
で
し
た
。
ほ
か
に
年
傭
い
と
し

て
一
人
お
り
ま
し
た
。
経
営
面
積
は
水
田
三
町
八
反
歩
、
畑
四

反
歩
を
耕
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
六
月
、
徴
兵
検
査
が
あ
り
、
私
た
ち
の
村
か
ら

は
六
十
人
く
ら
い
。

私
は
昭
和
十
七
年
徴
集
で
あ
る
。
入
営
の
通
知
が
き
て
、「
昭

和
十
七
年
十
二
月
二
十
日
、
午
前
十
時
ま
で
に
東
部
第
二
十
二

部
隊
に
入
営
す
べ
し
」
と
あ
る
。
私
は
地
域
ご
と
（
登
米
郡
）

に
指
定
さ
れ
た
旅
館
に
宿
泊
し
、
翌
日
午
前
九
時
ご
ろ
に
入
隊

し
、
営
庭
に
集
合
。
各
中
隊
ご
と
に
分
け
ら
れ
兵
舎
に
入
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
が
珍
し
く
、
軍
刀
を
下
げ
た
将
校
、
下
士
官
、

古
年
次
兵
が
い
る
。
兵
舎
に
入
る
と
古
年
次
兵
か
ら
各
人
に
軍

服
、
編
上
靴
、
巻
脚
絆
、
兵
器
が
支
給
さ
れ
、
格
好
は
一
人
前

の
兵
隊
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
星
が
一
つ
の
二
等
兵
の
新
兵
誕

生
で
あ
る
。

各
班
に
入
っ
た
最
初
の
夜
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
点
呼
の
と

き
が
き
ま
し
た
。
見
た
こ
と
が
な
い
曹
長
の
人
が
週
番
士
官
に

「
異
状
な
し
」
と
報
告
。
そ
の
後
曹
長
が
「
中
支
派
遣
第
二
十

二
師
団
第
八
十
四
連
隊
よ
り
お
前
た
ち
を
引
率
す
る
○
○
曹
長

だ
。
今
後
は
班
付
佐
々
木
上
等
兵
の
指
導
を
受
け
る
、
よ
い
な
」

と
言
い
残
し
て
班
内
よ
り
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。



班
付
佐
々
木
上
等
兵
は
、
声
高
に
「
お
前
ら
は
階
段
を
上
が

っ
て
班
内
に
入
っ
た
が
、
階
段
が
何
段
あ
っ
た
か
分
か
る
者
は

手
を
上
げ
ろ
」
だ
れ
も
手
を
上
げ
る
人
が
い
な
い
。
私
は
広
い

階
段
を
珍
し
く
数
え
た
の
で
手
を
上
げ
た
。
佐
々
木
上
等
兵
は

私
の
胸
の
名
前
を
見
て
「
千
葉
、
何
段
だ
」「
は
い
、
十
二
段

で
す
」「
よ
う
し
、
い
い
か
、
今
か
ら
戦
地
に
行
く
お
前
ら
は

何
事
に
も
注
意
が
必
要
だ
。
な
お
さ
ら
戦
場
で
は
細
心
の
注
意

を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
、
わ
か
っ
た
な
、
休
め
」
と
言
っ
て
班

内
よ
り
出
て
行
き
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
敬
礼
、
銃
の
操
作
、
被
服
の
手
入
れ
な
ど
の

教
育
、
午
後
か
ら
は
予
防
接
種
。
以
後
、
毎
日
、
毎
日
の
訓
練

で
あ
る
。

明
け
て
一
月
一
日
、
早
朝
起
床
と
と
も
に
初
年
兵
は
徒
手
、

帯
剣
で
、
服
装
を
整
え
、
駆
け
足
で
営
庭
に
整
列
。「
歩
調
と

れ
」
の
号
令
で
営
門
を
出
ま
し
た
。
師
団
司
令
部
の
あ
る
青
葉

山
の
展
望
台
で
元
朝
詣
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
武
運
長
久
で
あ

る
。「
皆
こ
っ
ち
を
見
ろ
、
仙
台
も
見
納
め
だ
、
よ
く
見
て
お

け
」

引
率
者
の
下
士
官
の
言
葉
に
何
か
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
一
月
五
日
、
早
朝
（
午
前
三
時
こ
ろ
）
営
庭
に

軍
装
で
整
列
、
約
八
百
人
の
新
兵
の
出
陣
で
す
。
仙
台
駅
ま
で

の
二
十
人
町
は
ひ
っ
そ
り
し
、
軍
靴
の
音
だ
け
が
物
々
し
く
響

く
。
時
折
窓
か
ら
手
を
振
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
仙
台
駅
に

到
着
、
ホ
ー
ム
で
各
中
隊
ご
と
に
乗
車
す
る
客
車
の
横
に
整
列

が
終
わ
り
乗
車
を
始
め
る
こ
ろ
、
東
の
空
が
う
っ
す
ら
明
る
く

な
り
は
じ
め
た
。
ホ
ー
ム
の
外
で
は
大
勢
の
見
送
り
の
人
垣
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

汽
車
が
ゆ
っ
く
り
動
き
出
す
。
二
度
と
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
、
胸
の
中
が
ジ
ン
と
熱
く
な
る
。
青
葉
山
で
の
「
仙
台

も
見
納
め
だ
よ
く
見
て
お
け
」
の
言
葉
、
写
真
・
遺
髪
・
爪
な

ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

下
関
で
乗
船
、
釜
山
上
陸
。
ま
た
汽
車
に
乗
り
一
路
中
支
那

の
部
隊
へ
、
山
海
関
・
徐
州
・
済
南
・
南
京
を
経
て
杭
州
で
無

蓋
貨
車
に
乗
り
替
え
、
目
指
す
部
隊
の
駐
屯
す
る
淅
江
省
の
金

華
に
夕
方
到
着
し
ま
し
た
。
下
車
後
、
金
華
江
の
川
原
で
軍
旗

に
敬
礼
、
連
隊
長
の
訓
辞
、
暗
く
て
連
隊
長
の
顔
す
ら
は
っ
き

り
見
え
な
い
。
部
隊
長
に
対
し
「
頭
中
ッ
」

、
川
原
に
各
隊
の

号
令
が
響
く
。
こ
こ
か
ら
各
中
隊
の
警
備
地
に
四
散
し
、
私
た

ち
が
第
七
中
隊
石
骨
山
の
麓
の
中
隊
に
着
い
た
の
は
夜
半
ご
ろ



の
よ
う
で
し
た
。
疲
れ
て
い
る
の
で
「
早
く
休
め
」
と
の
こ
と
。

各
班
ご
と
の
整
頓
棚
の
下
に
名
前
が
張
ら
れ
て
い
る
所
に
旅
装

を
解
き
、
お
そ
い
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
、
班
長
江
幡
伍
長
、
班

付
兵
長
、
上
等
兵
か
ら
明
日
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

初
め
て
の
戦
地
の
兵
営
の
床
に
就
く
。
軽
機
班
（
私
は
軽
機
関

銃
班
で
あ
っ
た
）

。

翌
朝
九
時
、
週
番
上
等
兵
の
声
で
起
床
。
班
長
・
班
付
兵
長

・
班
付
上
等
兵
か
ら
、
洗
面
所
・
入
浴
場
・
炊
事
場
の
説
明
を

受
け
、
遅
い
朝
食
後
営
庭
に
整
列
。
中
村
中
隊
長
の
訓
辞
、
教

官
根
本
少
尉
か
ら
い
ろ
い
ろ
細
か
い
説
明
、
付
近
の
敵
情
石
骨

山
陣
地
・
安
地
陣
地
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
前
線
に
い
る
こ
と

の
緊
張
が
ひ
し
ひ
し
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

日
が
経
つ
に
つ
れ
兵
営
の
生
活
に
も
忙
し
さ
と
と
も
に
馴
れ

て
き
て
、
毎
日
実
戦
を
想
定
し
て
の
厳
し
い
訓
練
が
続
く
。
夕

食
後
の
学
科
は
毎
日
の
よ
う
に
ビ
ン
タ
、
く
ど
く
ど
と
班
付
の

文
句
、
そ
の
後
は
ビ
ン
タ
。
よ
う
や
く
床
に
就
い
た
こ
ろ
、
週

番
上
等
兵
が
木
銃
を
持
っ
て
班
内
を
見
回
る
。
整
頓
棚
の
整
頓

が
悪
い
、
編
上
靴
の
手
入
れ
が
悪
い
、
兵
器
の
手
入
れ
が
悪
い
、

毎
日
何
人
か
が
ビ
ン
タ
の
材
料
に
な
る
。
二
カ
月
、
三
カ
月
こ

ろ
に
は
「
今
晩
も
ビ
ン
タ
か
」
と
諦
め
の
状
態
が
毎
日
続
く
。

一
期
検
閲
が
近
づ
く
と
訓
練
も
厳
し
さ
に
一
段
と
気
合
が
入
っ

て
、
朝
か
ら
床
に
就
く
ま
で
、
駆
け
足
の
一
日
で
し
た
。

五
月
下
旬
に
一
期
検
閲
、
連
隊
長
深
野
時
之
助
大
佐
が
第
七

中
隊
の
練
兵
場
に
集
合
し
た
各
隊
を
検
閲
、
各
中
隊
長
へ
教
官

を
前
に
し
て
検
閲
の
講
評
が
あ
り
、「
優
秀
で
あ
っ
た
」
と
教

官
か
ら
聞
か
さ
れ
、
明
日
は
洗
濯
休
養
に
す
る
か
ら
と
知
ら
さ

れ
る
。
山
程
あ
る
先
輩
や
自
分
の
洗
濯
で
一
日
中
、
沢
の
洗
濯

場
は
井
戸
端
会
議
場
さ
な
が
ら
の
盛
況
で
あ
る
。
夕
方
物
干
場

か
ら
洗
濯
物
を
取
り
込
ん
で
き
た
と
き
、
戦
友
か
ら
人
事
係
准

尉
が
呼
ん
で
い
る
と
の
連
絡
で
准
尉
室
に
行
き
ま
し
た
ら
、
「
今

す
ぐ
支
度
を
し
暗
号
手
教
育
で
連
隊
本
部
に
出
張
」
を
命
ぜ
ら

れ
、
新
し
い
被
服
に
着
替
え
、
申
告
の
要
領
を
教
え
ら
れ
、
中

隊
長
、
教
官
、
小
隊
長
に
申
告
。
大
隊
本
部
か
ら
の
連
絡
便
で

教
官
か
ら
「
千
葉
は
中
隊
に
帰
っ
て
来
な
い
だ
ろ
う
か
ら
頑
張

る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
あ
る
連
隊
本
部
に
到
着
。
各
中
隊
か
ら
の
仲
間
た
ち
と
一

緒
に
通
信
隊
の
二
階
で
あ
る
教
育
隊
の
兵
舎
に
入
り
ま
し
た
。

朝
夕
の
点
呼
は
連
隊
本
部
で
受
け
、
明
日
か
ら
は
塚
原
軍
曹



が
教
官
で
初
歩
か
ら
の
特
訓
。
連
隊
本
部
の
教
育
は
約
三
カ
月
。

十
八
名
に
対
し
て
の
教
育
が
あ
っ
た
が
、
連
隊
本
部
の
教
育
の

終
わ
る
こ
ろ
に
は
八
名
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
八
名
は
師
団
司
令
部
へ
行
き
、
各
連
隊
か
ら
選
抜
さ
れ

た
計
約
四
十
名
で
毎
日
、
乱
数
転
記
、
電
報
組
立
、
電
報
の
解

読
な
ど
、
午
前
中
は
勉
強
、
午
後
か
ら
体
操
・
野
球
・
散
歩
な

ど
が
日
課
で
し
た
。
そ
の
間
各
部
署
で
先
輩
の
指
導
で
実
務
教

育
等
あ
り
、
頭
の
中
は
ヘ
ト
ヘ
ト
、
指
に
は
豆
が
で
き
る
ほ
ど

の
特
訓
が
続
き
ま
し
た
。

師
団
司
令
部
の
教
育
が
終
わ
る
前
日
、
桑
原
教
官
（
中
尉
）

か
ら
実
務
教
育
部
署
が
発
表
さ
れ
た
。
私
と
第
八
十
五
連
隊
の

二
人
（
名
前
を
忘
れ
た
が
）
が
歩
兵
団
司
令
部
へ
、
師
団
司
令

部
・
各
連
隊
本
部
・
各
大
隊
本
部
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
実
務
教
育

の
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に
生
の
電
報
の
発
信
受
信

の
勉
強
を
す
る
の
で
、
過
ち
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。

昭
和
十
九
年
三
月
こ
ろ
、
部
隊
が
移
動
す
る
た
め
呉
淞
に
逐

次
集
結
中
と
な
っ
た
の
で
、
私
た
ち
二
人
は
原
隊
復
帰
を
命
ぜ

ら
れ
、
部
隊
到
着
ま
で
呉
淞
兵
站
宿
舎
で
待
機
し
ま
し
た
。
三
、

四
日
後
部
隊
到
着
、
連
隊
本
部
電
報
班
に
合
流
、
同
日
付
で
歩

兵
第
八
十
四
連
隊
第
二
大
隊
本
部
電
報
班
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

勤
務
申
告
を
し
て
い
よ
い
よ
私
の
本
当
の
勤
務
の
部
署
が
決
定

し
ま
し
た
。

【
解

説
】

第
二
十
二
師
団
は
宇
都
宮
師
団
管
区
で
支
那
事
変
勃
発
後
の

昭
和
十
三
年
四
月
臨
時
編
成
さ
れ
、（
歩
兵
第
八
十
四
連
隊
・

宇
都
宮
、
八
十
五
・
仙
台
、
八
十
六
・
羅
南
）

、
十
四
年
九
月
、

中
支
の
第
十
三
軍
創
設
と
と
も
に
隷
下
に
入
り
、
杭
州
地
区
に

位
置
し
て
い
た
（
補
充
隊
は
仙
台
師
団
管
区
と
な
る
）

。

大
東
亜
戦
中
、
第
十
七
（
月
）

、
第
十
五（
祭
）
師
団
が
、
南

方
、
ビ
ル
マ
な
ど
に
転
用
さ
れ
、
十
七
年
に
浙
■
作
戦
の
主
力

兵
団
。

昭
和
十
九
年
二
月
一
日
大
陸
令
第
九
二
七
号
に
よ
り
第
二
十

三
軍
（
南
支
軍
）
隷
下
と
な
り
、
直
ち
に
準
備
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
師
団
も
機
動
作
戦
に
適
す
る
よ
う
訓
練
に
着
手
し
た
。

し
か
し
、
転
進
は
船
腹
の
関
係
や
、
企
図
秘
匿
も
兼
ね
警
備
交

替
も
長
期
に
わ
た
る
こ
と
と
な
る
。
師
団
の
広
東
付
近
集
結
、

作
戦
立
案
等
を
実
施
し
、
上
海
付
近
集
結
に
は
呉
淞
の
紡
績
工



場
な
ど
を
当
て
た
が
、
滞
在
期
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
船
腹

が
整
い
次
第
輪
送
を
開
始
す
る
準
備
を
し
て
い
た
。

第
一
次
輸
送
は
、
歩
兵
第
八
十
四
連
隊
長
の
指
揮
す
る
師
団

司
令
部
、
歩
兵
第
八
十
四
連
隊
（
山
砲
兵
第
五
十
二
連
隊
、
工

兵
第
二
十
二
連
隊
等
の
配
属
部
隊
を
含
む
、
で
四
月
末
、
第
八

六
船
団
と
レ
イ
テ
〇
五
船
団
（「
昭
南
丸
」
ほ
か
七
隻
）
と
共
に

第
十
八
、
第
二
十
海
防
艦
、「
朝
顔
」「
開
南
丸
」
な
ど
の
護

衛
を
も
っ
て
高
雄
港
着
、
五
月
十
日
十
九
時
発
、
五
月
十
三
日

十
六
時
二
十
分
香
港
入
港
、
部
隊
は
九
竜
に
上
陸
。
鉄
道
（
広

九
鉄
道
）
輸
送
に
よ
り
、
五
月
十
五
日
広
東
着
、
郊
外
の
中
山

大
学
に
集
結
し
た
。

し
か
し
該
船
団
は
帰
路
二
十
日
十
七
時
五
十
二
分
、
東
沙
島

北
で
Ｂ24

四
機
の
爆
撃
を
受
け
、
二
機
を
撃
墜
し
た
が
、「
神

寿
丸
」
沈
没
、「
厚
利
号
」「
筑
波
丸
」
被
爆
、
そ
の
救
助
中

に
米
潜
水
艦
の
雷
撃
に
よ
り
砲
艦
「
橋
立
」
と
「
筑
波
丸
」
は

撃
沈
さ
れ
た
。
し
か
し
、
歩
兵
第
八
十
四
連
隊
及
師
団
司
令
部
、

山
砲
、
工
兵
等
は
被
害
を
受
け
ず
に
上
陸
で
き
た
。

第
三
次
、
歩
兵
第
八
十
六
連
隊
と
配
属
部
隊
、
輜
重
兵
二
十

二
隊
は
雷
撃
を
受
け
遭
難
人
員
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
救
助

さ
れ
た
が
、
人
員
約
六
百
人
、
馬
匹
、
武
器
、
弾
薬
、
装
備
品

一
切
は
海
没
し
た
。
特
に
輜
重
連
隊
の
馬
匹
損
害
は
大
で
あ
っ

た
。
船
腹
の
都
合
で
上
海
に
残
っ
た
第
三
大
隊
は
駆
逐
で
直
接

香
港
に
輸
送
さ
れ
、
第
八
十
六
連
隊
主
力
よ
り
先
に
広
東
に
集

結
し
た
。

師
団
長
平
田
正
判
中
将
は
五
月
十
七
日
上
海
発
空
路
広
東
着
、

第
二
十
三
軍
隷
下
に
入
り
、
第
二
十
二
師
団
の
南
支
転
用
は
大

命
発
令
後
約
五
カ
月
に
し
て
完
了
し
た
。

「
第
二
十
三
軍
は
予
定
ノ
部
署
ヲ
以
テ
独
立
混
成
第
二
十
二

旅
団
ヲ
六
月
二
十
四
日
日
没
後
、
爾
余
ノ
各
兵
団
ヲ
六
月
二
十

七
日
日
没
第
一
期
攻
勢
ヲ
発
起
ス
」
と
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
。

第
二
十
二
師
団
深
野
支
隊
（
歩
兵
第
八
十
四
連
隊
、
山
砲
兵

第
五
十
二
連
隊
主
力
基
幹
は
、
六
月
二
十
七
日
朝
、
増
城
（
広

東
東
北
東
約
五
五
キ
ロ
）
北
東
側
か
ら
龍
門
（
広
東
北
東
約
百

キ
ロ
）
に
向
か
う
作
戦
を
開
始
し
た
。

先
遣
隊
は
二
十
九
日
朝
、
■
搾
墟
（
増
城
北
東
二
六
キ
ロ
）

に
進
出
し
て
引
き
続
き
龍
門
に
向
か
い
前
進
し
た
。
先
遣
隊
が

龍
華
墟
（
龍
門
南
方
一
六
キ
ロ
）
に
達
し
、
支
隊
主
力
も
七
月

一
日
午
前
中
に
同
地
に
進
出
し
た
。
支
隊
一
部
は
左
潭
墟
を
奇



襲
、
主
力
は
七
月
三
日
朝
、
龍
門
を
攻
略
掃
蕩
し
、
一
部
を
も

っ
て
左
潭
墟
を
二
日
攻
略
、
そ
れ
ぞ
れ
三
日
夕
に
は
龍
華
墟
に

帰
還
し
た
。
師
団
は
戦
闘
司
令
所
を
増
城
に
進
め
て
戦
闘
を
指

導
し
た
。

第
八
十
四
連
隊
は
八
月
上
旬
、
陸
路
江
門
（
新
会
県
）
に
集

結
を
し
、
第
二
期
ト
号
作
戦
の
準
備
を
し
た
。
発
起
時
期
は
中

支
第
十
一
軍
の
衡
陽
攻
略
後
と
予
定
さ
れ
て
い
た
。

部
隊
の
移
動
は
南
方
方
面
ら
し
い
。
私
た
ち
は
「
九
江
丸
」

に
乗
船
、
船
に
は
兵
隊
は
そ
ん
な
に
多
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
後
で
分
か
っ
た
の
は
「
九
江
丸
」
に
は
高
雄

港
で
台
南
、
台
中
、
高
雄
の
女
子
高
生
（
看
護
要
員
）
六
百
人

が
乗
船
し
、
高
雄
港
に
四
日
く
ら
い
停
泊
、
広
東
に
向
け
出
航
。

そ
の
間
私
た
ち
は
対
空
監
視
が
航
行
中
の
勤
務
で
し
た
。

無
事
広
東
到
着
、
大
隊
本
部
の
行
李
の
陸
揚
げ
、
中
山
大
学

に
集
結
作
戦
準
備
中
に
作
戦
命
令
が
出
ま
し
た
。

十
九
年
六
月
二
十
七
日
、
私
た
ち
八
十
四
連
隊
第
二
大
隊
も

龍
門
作
戦
に
参
加
、
初
め
て
の
作
戦
参
加
行
軍
中
交
信
時
間
が

く
る
と
無
線
が
交
信
。
初
め
て
作
戦
電
報
、
先
輩
佐
藤
兵
長
ら

が
手
際
よ
く
受
信
文
を
大
隊
本
部
副
官
に
手
渡
す
。
第
一
回
目

の
電
報
受
信
。
大
隊
本
部
よ
り
各
隊
の
状
況
の
発
信
、
緊
張
と

刻
々
と
動
く
状
況
、
電
報
班
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。第

二
大
隊
本
部
は
増
城
北
北
東
二
十
キ
ロ
の
正
果
■
に
位
置

し
、
各
隊
の
現
在
地
作
戦
の
内
容
等
を
連
隊
本
部
に
打
電
、
二
、

三
日
後
に
作
戦
終
了
（
約
二
週
間
）
大
隊
本
部
は
無
事
増
城
―

中
山
大
学
へ
帰
還
し
ま
し
た
。
中
山
大
学
で
次
期
作
戦
準
備
完

了
し
ま
し
た
。

八
月
上
旬
、
陸
路
江
門
付
近
に
進
出
し
、
湘
桂
作
戦
に
入
り

ま
し
た
。
九
江
～
高
明
に
進
出
（
九
月
十
日
頃
）

、
歩
兵
第
八
十

四
連
隊
は
追
撃
隊
と
し
て
雲
浮
～
欝
南
方
面
に
進
出
（
九
月
二

十
五
日
）

。

十
月
に
入
る
と
敵
空
軍
の
来
襲
が
激
し
く
な
り
、
連
隊
の
行

動
が
思
う
ど
お
り
に
進
ま
な
い
。
敵
情
が
細
か
く
入
電
す
る
と

直
ち
に
大
隊
本
部
で
各
中
隊
に
情
報
説
明
す
る
な
ど
緊
迫
し
た

戦
況
で
し
た
。

十
一
月
、
八
十
四
連
隊
は
貴
県
北
方
地
区
に
進
出
。
遷
江
に

北
進
中
に
米
空
軍
の
空
襲
が
激
し
く
、
昼
間
待
避
し
、
夜
間
前

進
と
い
う
日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
通
信
連
絡
が
途
絶
え



る
こ
と
も
あ
り
、
第
八
十
四
連
隊
は
「
樟
木
墟
」
に
向
か
っ
て

西
進
中
も
敵
機
の
来
襲
で
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。

第
二
大
隊
が
西
進
中
に
下
盤
石
付
近
で
敵
と
遭
遇
（
午
後
六

時
こ
ろ
）

、
迫
撃
砲
、
重
機
等
で
迎
撃
し
て
き
ま
し
た
。
夕
闇

の
迫
る
こ
ろ
、
時
折
前
の
田
圃
の
中
で
敵
軍
が
迫
っ
て
来
る
。

三
、
四
軒
の
民
家
が
あ
り
、
そ
の
中
で
無
線
開
設
し
連
絡
中
、

異
常
な
状
勢
を
目
撃
し
ま
し
た
。
白
兵
戦
で
第
八
十
四
連
隊
大

工
原
第
二
大
隊
長
戦
死
。
負
傷
者
も
出
る
。
迫
撃
砲
弾
が
飛
ん

で
来
る
。
そ
の
う
ち
に
電
報
班
長
よ
り
後
退
を
指
示
さ
れ
、
ど

の
く
ら
い
後
退
し
た
か
。
遠
く
後
の
方
で
銃
声
が
聞
こ
え
る
。

大
工
原
大
隊
長
の
戦
死
を
連
隊
本
部
に
打
電
、
遺
体
を
荼
毘

に
付
す
る
た
め
、
小
さ
な
林
の
中
で
全
員
敬
礼
し
な
が
ら
廃
材

な
ど
に
火
を
付
け
、
遺
骨
の
一
部
を
当
番
兵
が
首
に
奉
持
し
後

退
し
ま
し
た
。
暗
闇
の
中
の
後
退
で
あ
る
。
未
だ
ず
っ
と
後
方

で
散
発
的
に
銃
声
が
す
る
。
ど
の
く
ら
い
後
退
し
た
で
あ
ろ
う

か
、
前
の
方
で
話
し
声
が
聞
こ
え
る
。

第
一
〇
四
師
団
の
前
線
に
到
着
し
、
そ
の
後
の
指
示
を
受
け

る
た
め
に
連
隊
本
部
に
打
電
。
第
八
十
四
連
隊
は
思
練
墟
付
近

に
集
結
、
賓
陽
よ
り
南
寧
に
急
進
、
十
一
月
下
旬
南
寧
に
入
城

後
、
ま
も
な
く
討
伐
で
初
年
兵
の
軽
機
班
で
枕
を
並
べ
て
い
た

遠
藤
頼
信
君
戦
死
。

第
二
大
隊
は
南
寧
に
集
結
、
次
期
作
戦
準
備
。
南
寧
付
近
の

警
備
討
伐
中
に
仏
印
進
駐
の
た
め
、
南
寧
出
発
し
憑
祥
に
向
か

っ
て
南
進
し
た
。

【
解

説
】

第
十
一
軍
の
第
三
師
団
（
幸
）

、
第
十
三
師
団（
鏡
）

、
第
二

十
三
軍
の
第
一
〇
四
師
団
（
鳳
）
は
柳
州
を
攻
略
、
第
二
十
二

師
団
も
柳
州
南
方
各
地
を
攻
略
し
た
。
第
三
・
第
十
三
師
団
は

引
き
続
い
て
貴
州
省
へ
進
撃
を
、
第
二
十
二
師
団
と
第
三
十
七

師
団
（
冬
）
は
南
寧
を
攻
略
後
、
仏
印
へ
の
大
陸
打
通
を
命
ぜ

ら
れ
、
湘
桂
作
戦
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
第
二
十
二
師
団
は
独
立
混
成
第
二
十
二
旅
団
と
共
に

「
十
九
年
十
二
月
十
五
日
零
時
第
十
一
軍
ノ
指
揮
ヲ
脱
シ
第
十

一
軍
ニ
転
属
ス
」
の
命
令
を
受
け
た
。

そ
の
半
月
前
の
第
二
十
三
軍
参
謀
長
の
波
集
参
電
第
五
八
二

号
に
よ
れ
ば
、

一
、
正
部
隊
（
第
二
十
二
師
団
の
作
戦
中
の
謀
諜
号
）
ハ
、



十
一
月
三
十
日
果
徳
ヲ
攻
略
シ
、
南
寧
、
賓
陽
附
近
確
保
ノ
態

勢
ニ
移
行
中
ニ
シ
テ
各
歩
兵
一
個
連
隊
ヲ
以
テ
賓
陽
、
武
鳴
、

南
寧
附
近
ニ
配
置
シ
其
ノ
第
一
線
ヲ
以
テ
鄒
墟
―
上
林
―
舊
思

恩
府
―
橋
利
墟
―
扶
南
（
南
寧
南
西
四
十
キ
ロ
）
ノ
線
ヲ
占
領

ス
。又

信
集
団
一
宮
隊
ト
連
絡
ノ
為
正
第
三
十
四
部
隊
（
八
十
四

連
隊
）
ノ
一
大
隊
ハ
十
二
月
五
日
隆
安
（
南
寧
北
西
八
〇
キ
ロ
）

附
近
発
、
西
洋
江
右
岸
―
金
陵
墟
―
蘇
墟
―
綏
禄
（
南
寧
七
〇

キ
ロ
）
ヲ
経
テ
思
楽
ニ
向
ヒ
前
進
中
ナ
リ
。
四
集
団
（
第
二
十

三
軍
）
戦
闘
司
令
所
ハ
八
日
廣
東
二
復
帰
セ
リ

ま
た
、
漢
口
に
推
進
中
の
支
那
派
遣
軍
司
令
部
は
十
一
月
以

降
撤
去
し
南
京
に
復
帰
し
た
。

二
十
年
一
月
十
三
日
、
第
二
十
二
師
団
は
南
方
軍
の
戦
闘
序

列
に
入
れ
ら
れ
、
師
団
司
令
部
及
び
そ
の
兵
力
の
約
半
分
は
二

月
下
旬
ま
で
に
北
部
仏
印
に
到
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

三
月
十
日
（
陸
軍
記
念
日
）
午
前
零
時
、
印
支
国
境
鎮
南
関

よ
り
仏
印
に
入
る
や
、
す
ぐ
フ
ラ
ン
ス
軍
と
の
戦
闘
開
始
。
ド

ン
ダ
ン
保
塁
の
攻
撃
中
の
第
一
大
隊
は
間
も
な
く
保
塁
を
占
領
。

八
十
四
連
隊
は
北
部
仏
印
に
向
か
っ
て
前
進
し
タ
ト
ケ
ー
、
カ

オ
バ
ン
を
攻
略
。
第
二
大
隊
は
カ
オ
バ
ン
の
北
ニ
ュ
ー
イ
ン
ピ

ン
に
進
出
。
警
備
前
線
で
あ
り
緊
張
の
毎
日
だ
が
、
よ
う
や
く

長
期
の
駐
留
に
な
る
ら
し
い
。

大
隊
本
部
の
設
営
、
各
中
隊
の
分
も
設
営
、
前
線
の
陣
地
か

ら
敵
情
報
告
を
連
隊
本
部
に
打
電
報
告
な
ど
し
て
い
る
と
、
連

絡
便
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
た
。

作
戦
中
は
車
を
見
た
こ
と
が
な
い
、

連
絡
便
の
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
食
糧
、
弾
薬
、
下
給
品
な
ど
が
降
ろ

さ
れ
、
各
隊
に
配
ら
れ
る
。
の
ん
び
り
し
た
警
備
期
間
中
で
し

た
。
た
だ
時
々
米
軍
機
の
偵
察
程
度
の
飛
行
を
見
ま
し
た
が
。

無
線
が
後
の
小
山
（
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
開
設
さ
れ
、
近
く

の
民
家
に
宿
営
し
て
い
ま
し
た
。
電
報
班
で
は
小
山
の
下
の
町

の
一
角
に
あ
る
大
隊
本
部
よ
り
、
無
線
の
台
地
に
交
信
時
間
ご

と
に
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
日
に
十
回
く
ら
い
の
登

り
降
り
繰
り
返
し
の
連
日
で
す
。
各
中
隊
で
は
昼
間
は
警
備
し

夜
間
演
習
等
で
何
カ
月
の
警
備
だ
っ
た
ろ
う
か
。

昭
和
二
十
年
七
月
下
旬
、
連
隊
本
部
よ
り
入
電
の
中
で
、「
第

二
大
隊
は
現
在
地
（
ニ
ュ
ー
イ
ン
ビ
ン
）
を
撤
収
し
連
隊
本
部

に
集
結
す
べ
し
」
を
受
電
。
各
中
隊
の
命
令
受
領
者
に
伝
達
。



準
備
完
了
次
第
カ
オ
バ
ン
に
集
結
、
カ
オ
バ
ン
保
塁
に
入
る
。

連
隊
本
部
、
第
二
大
隊
本
部
は
カ
オ
バ
ン
保
塁
に
、
各
隊
は
フ

ラ
ン
ス
軍
の
兵
舎
に
、
各
陣
地
に
と
警
備
部
署
に
就
く
。
カ
オ

バ
ン
の
地
形
は
保
塁
の
前
に
川
が
あ
り
（
大
き
な
）

、
四
方
は
小

高
い
山
に
囲
ま
れ
た
町
で
し
た
。
住
民
も
三
々
五
々
散
歩
し
町

の
中
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
市
場
も
開
か
れ
、
戦
争
中
な
の

か
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
。

そ
の
う
ち
に
各
陣
地
か
ら
小
高
い
山
に
中
国
軍
の
陣
地
が
肉

眼
で
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
異
常
な
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
八
月
中
旬
後
半
に
終
戦
を
知
り
、
各
隊
が
慌
た
だ
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
陣
地
の
死
守
す
る
と
か
降
服
す
る
と
か
、
不

安
な
言
葉
を
耳
に
す
る
。
連
隊
本
部
の
電
報
班
で
は
交
信
時
間

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
ら
も
応
援
。「
部
隊
は
速
や
か

に
ウ
オ
ン
ピ
に
集
結
す
べ
し
」
の
命
令
で
、
進
撃
し
た
道
路
を

折
り
返
し
、
ウ
オ
ン
ピ
に
集
結
。
自
活
生
活
に
入
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
下
旬
、
内
地
帰
還
の
た
め
海
防
（
ハ
イ

フ
ォ
ン
）
港
に
集
結
。
四
月
上
旬
に
「
リ
バ
テ
ィ
ー
Ｖ
Ｏ
Ｏ
八
」

に
乗
船
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
名
古
屋
上
陸
直
前
、
コ
レ

ラ
患
者
が
発
生
し
た
た
め
、
浦
賀
に
回
航
さ
れ
て
隔
離
に
な
り

ま
し
た
。
六
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
浦
賀
に
上
陸
し
、
復
員
準

備
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六
月
六
日
、
連
隊
解
散
、

六
月
十
一
日
に
帰
郷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

湘
桂
作
戦

―
大
溶
江
口
撤
収
作
戦
―
　 

福
島
県
　
安
田
義
三
　 

私
は
福
島
県
の
矢
吹
町
で
農
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
そ

こ
で
成
長
し
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
そ
の
時
分
の
農
家

の
次
男
、
三
男
は
都
会
に
出
る
か
、
満
蒙
義
勇
団
に
参
加
す
る

ほ
か
生
活
の
手
段
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
幸
い
私
は
県
内
の
開

拓
地
に
入
植
で
き
、
五
年
目
こ
ろ
か
ら
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り

始
め
た
と
思
っ
た
と
こ
ろ
突
然
の
召
集
で
す
。

妻
と
三
歳
の
長
女
と
生
後
三
カ
月
の
長
男
の
四
人
暮
ら
し
で

し
た
。

昭
和
十
七
年
の
九
月
、
新
潟
県
の
村
松
部
隊
で
す
。
そ
こ
で

三
ヵ
月
の
猛
訓
練
を
受
け
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
宮
城
県
、




